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落とし物の削減への解決と提案
栃木県立大田原高等学校 2年 10班
渡邉陽稀 後藤優直 渡邊聡大 床井煌宜
指導教員:三森真悠子

大田原高校落とし物係の山口智也先生、本研究へのご協力ありがとうございました。

方法①

謝辞

左図の★に落とし物BOXを設置、

毎日放課後に全て確認し、場所、
日にち、種類、個数を記録する。

それらの結果を集計し落とし物
の分布と、特に多い種類を割り
出す。集計結果から、落とし物の
種類のランキングと場所別の分
布図を作成する。

※補足：落とし物BOXは1階に14個、2階
に11個、3階に11個の計36個設置。駐
輪場(外)の落とし物は昇降口前の落とし
物BOXに別枠で設けた。
各クラスに1つずつ、特別教室棟に3つ

ずつ、理科棟の各階と各体育館に１つ
ずつと均等に設置するよう心掛けている。

方法①の調査結果

表１

研究背景

研究手法

方法②

調査の結果、一日の落と
し物の数の平均は、右図
のようになった。教室棟、
体育館ともに落とし物の
数の平均が前半の調査
の半数以下になった。また、全体の平均を見ると後半の結
果が前半の結果の5分の1となり大幅に減っていることが分
かる。

分布図（バブルチャート）

方法②の調査結果

今後の課題
本研究では、普段廊下に落ちている落とし物を「落とし物
BOX」により可視化し、大高の落とし物の数の現状を調査し、
その削減のための呼びかけを行った。「落とし物BOX」の仕

組みは上記の通りの有用性があるため、落とし物を削減す
るための手段としては有効である。今後の課題としては、そ
れぞれの呼びかけの効果の違いを調査することと、本研究
をもとに市役所や駅などの落とし物が多い場所に実際に落
とし物BOXを設置し、より広い地域での落とし物の削減を図
ることである。

円が大きいところほど落
とし物が多い。
2-4,2-A.3-1,3-4が特に落

とし物が多い場所となっ
ている。

順位 種類 個数(個)

6位 電子辞書
教科書
赤シート

4

7位 時計
ゴムバンド
Tシャツ
水筒

3

8位 シューズ 2

順位 種類 個数
(個)

1位 消しゴム 24

2位 ペン類 12

3位 硬貨 7

4位 タオル 6

5位 ハンカチ、
ティッシュ、
Yシャツ

5

現代社会において、鉄道や店等の紛失物は大きな問題と
なっている。大田原高校でも落とし物が非常に多く、持ち
主が見つからず処分されるものがほとんどである。それら
を削減するためにこの研究を始めた。

校舎、体育館の各所に「落とし物BOX」を設置する。
放課後、毎日BOXの中を確認、中に入っている落とし物の種

類、場所、日時を調べる。それらを記録しデータを出す。こ
の作業を前半・後半に分け、前半で分かったデータを基に
注意を呼び掛ける。後半では呼びかけた後の落とし物の変
化を調べる。

方法①の調査を6/10～
7/12の5週間に及び行った

結果、落とし物の分布は左
の表のような結果となった。

特に多い落とし物の種類は
表の記載通りの結果となっ
ている。圧倒的に文房具類
が一番多く、次に硬貨、布
製品、ティッシュ、Yシャツと
並んでいる。

作成した分布図を昇降口前に掲示し、特に落とし物が多い教
室にはポスターを掲示し、各クラスに落とし物の削減を呼び
かける。その後、方法①と同様の場所にBOXを設置し、呼び

かけ前との落とし物の量的変化や種類の変化などを調べる。
後半の調査期間では、3年生が午前中下校だったため、1日
の落とし物の数の平均を比較する方法に変更し、なるべく呼
びかけ以外で変化がないようにした。

このことから今回の呼びかけによって落とし物の数を減ら
すことができたと言える。また、今回の研究で使用した落と
し物BOXは落し物の数を調査することに有用であることも
言える。この結果から大高だけでなく他の場所でも同様の
方法をとることで落とし物を減らすことが期待できる。

結論と考察
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植物発電の発電量に関する研究
栃木県立大田原高等学校 2年 21班

佐藤友樹 堀江俊輔 森田博斗 森田壮真 指導教員 福田峻

〇はじめに
現在、日本は電気が大量に消費され、
電気の供給が需要に追い付かれそうだという
状況にある。そこで私たちは、持続可能でク
リーンなエネルギーを得る方法として植物発電
に注目した。

〇植物発電について
植物発電とはその名の通り、植物を用いた発
電方法である。
まず植物の根付近にいる微生物が、土中の養
分や植物の作るでんぷんなどを分解する。そ
のとき発生する電子を電極で集めることで発電
ができる。

〇実験内容・方法
植物発電でどれほどの発電が可能であるのか
を調べた。
先行研究に揃えるために観葉植物のパキラを
使用することにした。電極は＋極として炭素棒、
－極としてマグネシウム板を使用し、夏休み期
間から7日間、時間は正午あたりでデータロ
ガーで気温、日照、電流・電圧についてデータ
を取った。

〇実験結果
実験結果は以下の図の通りである。
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・日照や内温が大きいときも小さいときも
電圧は1.7Vで一定であった。
・電流は一貫して0Aと計測された。

〇考察・反省
植物の光合成によるでんぷんを分解すること
によって発電するにもかかわらず日照が小さく
ても電圧が一定だったのは土中の栄養分が
あったからだと考えられる。電流が0Aと測定さ
れたことに関しては、非常に微弱な電流であっ
たことによってデータロガーに表示されなかっ
たと考えられた。

◇参考文献
新エネルギー植物発電「N-Energy」 -株式会社ニソール様

https://www.nisoul.co.jp/news/20210725-1/
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